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　平成29年12月４日㈪18時より、町民会館２階視聴
覚室にて、伊方町商工会合併10周年記念式典を、高
門伊方町長様をはじめ多くのご来賓並びに44名の総
代に出席いただき開催いたしました。その中で、合
併当初から永年にわたり商工会や地域経済の振興に

貢献された役員に対しての表彰状並びに感謝状の授
与が行われました。
　引き続き、会場を３階研修室に移して祝賀会がと
りおこなわれ、盛会裏に終了致しました。

伊方町商工会合併10周年記念式典開催！
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　皆様には、平素から商工会の業務並びに事業全
般にわたり格別のご理解とご協力をいただき、心
からお礼申し上げます。
　さて昨年度、平成19年４月に旧3町商工会が合併
して10年目の節目の年を迎えることができました。
これもひとえに、会員の皆様並びに町をはじめ関
係機関の皆様のご支援、ご指導の賜物と衷心より
感謝いたしております。
　この10年の間に、私たち小規模商工業者を取り
巻く経済環境は、インフラの整備や商圏の広がり
により、めまぐるしく変化してまいりました。町
内にもスーパーやコンビニが次々と出店し、また、
通販での商品購入など、町民の皆さんの消費行動
や消費エリアは、格段に多様化、広範囲化してい
ます。そうした中、過疎化に伴う購買人口の減少
による売り上げの低迷や高齢のため、また後継者
がいないという理由で、集落の小さい商店が次々
消えていっているのも現実です。
　平成23年の東日本大震災での福島第1原発事故に
起因して、翌平成24年には、伊方発電所が全面停
止しました。これにより民宿が廃業するなど、町
内経済は様々な影響を受けました。一昨年８月に
３号機が再稼働しましたが、昨年12月の広島高裁
による運転差し止めの仮処分決定により、再び運
転停止となる事態となり、長期化することにでも
なれば、やっと落ち着きを取り戻しつつあった地
域経済への影響が、今後大いに危惧されるところ
です。

　一方、国は、平成26年に小規模企業振興基本法
を制定し、小規模事業者対策として、持続化補助
金や伴走型の支援推進を現在強力に行っています。
　この基本法制定に伴い、伊方町商工会でも、策
定委員会において、経営発達支援計画の策定作業
を現在進めているところです。中長期（５年後・
10年後）の伊方町商工会のあり方や具体的目標を
設定するもので、次年度に申請を行う予定です。
　結びに、商工会合併10周年を一つの契機として、
役職員一同「商工会は、行きます。聞きます。提
案します。」をキーワードに、これまで以上に、会
員事業所の経営改善や事業継続、事業承継等の諸
課題解決に取り組み、地域経済の回復発展に全力
を尽くして参ります。
　なにとぞ、皆様には、今後とも変わらぬご指導
とご協力を賜りますよう心からお願い申し上げ、
ご挨拶とさせていただきます。

会長あいさつ
伊方町商工会　会長　井上　喜樹　
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　伊方町商工会合併10周年を心よりお祝い申し上
げます。
　平成19年４月に旧３町の商工会が合併して以来、
新たな組織力で、町内事業所の経営支援や地域産
業の担い手育成など、地域ニーズに対応した様々
な事業を展開し、地域経済の発展やまちの活性化
に寄与してこられました。これもひとえに、役職
員の皆様や会員各位のご尽力の賜物であり、心か
ら敬意を表する次第でございます。
　さて、日本経済は緩やかに景気回復していると
言われておりますが、町内では、基幹産業である
農漁業の低迷や、近隣への大型量販店、ドラッグ
ストア等の進出、さらには原子力発電を取り巻く
社会環境の大きな変化などにより、中小企業の経

営環境は依然として厳しい状況にございます。
　商工会におかれましては、地域経済の中核とし
て、また、商工業者の相談役として、情報発信や
各種施策への取り組みを通じ、地域産業の潜在能
力を大いに引き出していただきますよう、切にお
願い申し上げます。
　町といたしましても、商工会との連携をさらに
密にして、積極的な商工行政を推進し、地域商工
業の振興発展のために一層の努力をいたす所存で
ございますので、引き続きご理解、ご協力を賜り
ますようお願いいたします。
　結びに、伊方町商工会の益々のご繁栄と、会員
の皆様方のご健勝とご多幸を心から祈念いたしま
して、お祝いの言葉といたします。

合併10周年記念によせて
伊方町長　高門　清彦　

◇ 表 彰 状
 伊方町商工会　前 会 長　　　廣瀨　秀晴
 伊方町商工会　前副会長　　　清家　庄一
 伊方町商工会　前副会長　　　大久保光留

◇ 感 謝 状（役員功労者）　役員歴８年以上の方
 井上　芳二 加藤　博明 平碆　善幸 久世　隆博
 田中　康司 小林　絹久 木嶋　英幸 井上　敬三
 山下　一生 山本　吉昭 増田　克仁 松田　　武

受賞者一覧（敬称略）

受賞者を代表して　　（廣瀨秀晴前会長）
　この度は、合併10周年おめでとうございます。また、表彰いただき衷心よ
りお礼申し上げます。
　私が会長として在籍した間は、商工会を取り巻く外部環境が激変した時で
ありました。行政合併をはじめ、伊方発電所の全面停止等、商工業者の方々
もその対応に苦慮されたと思います。これからは、外部環境もさることなが
ら、経営発達支援計画の策定など、商工会、商工業者の内部環境が大きく変
わっていく時代だと思います。今後も井上会長の下、会員一丸となってこれ
からの伊方町の経済発展のために頑張ってください。甚だ簡単ではございま
すがお礼の言葉に替えさせていただきます。
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平成19年
■ 平成18年12月の合併契約書調印式を
経て平成19年4月1日　旧伊方町・旧
瀬戸町・旧三崎町の3商工会が合併し
現在の伊方町商工会が誕生しました。

平成20年
■ 平成20年4月に、地域住民の利便性・
福祉サービスの向上のため、町から
の受託事業としてデマンド交通の運
行を開始しました。

平成21年
■ 伊方町商工会旅館民宿専門部会、伊
方町青色申告会が発足。設立総会が
開催されました。

平成22年
■ 町の助成を受け、平成27年度まで、消
費の町外流出防止対策として、商品
券事業を実施しました。
■ 商工会法施行50周年にあたり、愛媛
県知事表彰を受けました。
■ 伊方町商工会創立50周年記念として、
竹中平蔵氏の講演会を実施しました。

平成23年
■ 瀬戸支所が瀬戸文化センターから役
場瀬戸支所内へと移転しました。
■ ３つの地域において会員との懇談会
を実施しました。
■ 伊方町商工会創立50周年記念誌を作
成し、全会員に配布しました。

伊方町商工会合併10年のあゆみ
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平成24年
■ 四国電力伊方発電所全面停止以降、
特に旅館民宿事業者に大きな影響が
見られたため、対応策の一つとして
町活性化事業による佐田岬海鮮活
しゃぶまつり事業を平成24年度より
４年間実施しました。

平成25年
■ 買い物弱者対策研修に高知県大豊町
を行政とともに訪れました。

平成26年
■ 元ＮＨＫアナウンサー宮田修氏の新
春講演会を開催するなど毎年会員
ニーズにマッチしたテーマの講習会
を実施してきました。
■ 商工会でもあかりのまちのイメージ
アップのため、会員様の店頭等への
イルミネーションの貸与事業を開始
しました。

平成27年
■ 小規模事業者持続化補助金が創設さ
れ、売上増加や販路開拓など積極的
な取り組みへの支援強化が始まりま
した。

平成28年
■ 会員がより利用しやすいようがんば
る商工業者支援事業を開始いたしま
した。

平成29年
■ きなはいや伊方まつりのメイン会場
を役場前埋立地に移し、海上イベン
トの開催など新しい試みにもチャレ
ンジしました
■ 佐田岬灯台点灯100年を迎えオリジナ
ルシールを作成し会員事業者の商品
等に貼付し、ＰＲに努めました。

これからの伊方町商工会は
①元気な商工会　　②つながる商工会　　③見つける商工会

④地域（まち）を活かす商工会
を目指します
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　10月６日～９日にかけて、愛顔つなぐえひめ
国体伊方会場において、出店の斡旋並びに事業
者からの委託販売（お菓子・ちりめん・金太郎
芋等の特産品）を実施致しました。
　初日は生憎の悪天候でしたが、４日間実施し、
多くの方に利用いただきました。
　国体会場での販売用に作成した買物袋も好評
でした。

　９月12日、伊予市の町家での視察研修並びに、
松山で開催された松竹大歌舞伎に総勢28名で
行ってきました。
　町家では地域産物の販売状況等を研修しました。
　また、歌舞伎は地方ではなかなか触れる機会
も少なく、私も含め多くの方が初体験でした。
演目もわかりやすく説明してくれるイヤホンガ
イドもあり、場内には小物などお土産も充実し
ていて（ゆっくり見ることが出来なく残念でし
たが）とても楽しい、リフレッシュ出来た一日
でした。ありがとうございました。

愛顔つなぐえひめ国体伊方会場にて 会員親睦事業に参加して

　従来の医療費控除制度の特例として、2017年１月から新たに〔セ
ルフメディケーション税制（医療費控除の特例）〕が施行されます。
　１年の間に、薬局やドラッグストアで薬を一定金額以上買った
場合減税しますよ、というお得な制度です。風邪薬など対象とな
る市販薬の購入額が年間で１万2,000円を超える分について所得
控除されるというもので、控除は対象の市販薬のみとなります。
　詳しくは税務署にお問い合わせください。

2017年から施行される「セルフメディケーション税制」をご存知ですか？

　11月６日㈪午後６時30分から伊方町商工会館２階研修室におい
て、合同会社PDCAデザイン代表で中小企業診断士の櫃

ひつ

間
ま

　霞
かすみ

氏
を講師に迎え、「補助金・助成金を活用して経営力を高める！」
というテーマでセミナーを開催しました。
　「補助金・助成金」を給付する側・もらう側の双方に携わった
経験を踏まえて、補助金等の活用方法、申請書を作成する際のポ
イント等について説明していただきました。
　参加者にとって、補助金等申請のメリットなどを学んだ有意義
なセミナーとなりました。

消費税軽減税率対応セミナー開催
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青 年 部 活 動 報 告

　9月29日～ 30日、岡山市に於いて開催されました。
　大会の参加者は857名で、愛媛県からは66名の参加でした。
主張発表大会の後の記念講演では、
・ 人を密に、繋がること。一人一人の熱量を上げること。そして働くた
めのきっかけ、仕掛けを仕込むこと。
・ 視野、視座を視点に変えて、共創する（共に創る）こと。
・ パイの奪い合いからパイの拡大をとの考えにかえること。
など、これからの経営に大変参考になる話を聞かせていただきました。
　このような大会に初めて参加しましたが、本当にいい経験になって
良かったと思いました。

　秋は女性部の行事が目白押しでした。支部では各地域のイベン
トや文化祭への参加協力などがありますが、本部では９月、三支
部の部員交流を兼ねた日帰り視察研修を実施し、参加者19名が松
野町「虹の森公園」内のガラス工房でサンド
ブラスト体験とおさかな館を見学しました。
　10月に開催された愛顔つなぐえひめ国体で
は会場でおもてなしのボランティアに役員６
名が参加しました。
　11月15日、宇和島市吉田町で開催された南

予ブロック女性部合同研修会に９名が参加しました。ジュース工場見学やみかん狩り、
ランプシェードの手作り体験と盛り沢山の内容で、来年は伊方で開催されることもあり、
参考のため皆さんしっかりと記憶に残して帰りました。

女 性 部 活 動 報 告

平成29年度　中国・四国ブロック商工会青年部交流会に参加して
部長　樫尾　考治　

税務個別相談日程
平成29年分の所得税の申告・納税は３月１5日㈭
　　　　　　消費税の申告・納税は４月２日㈪まで

日 程

２月19日㈪

３月７日㈬

３月13日㈫

時 間 10時～16時

相談員 税理士
土居　信道 先生

日 程
３月８日㈭

３月13日㈫

時 間 ９時～16時

相談員 税理士
泉　　周二 先生

日 程

２月21日㈬
３月２日㈮
３月８日㈭
３月13日㈫
３月27日㈫※

時 間 ９時～17時

相談員 税理士
清水みゆき 先生

三崎支所 瀬戸支所 伊方本所

※　消費税申告に関する相談のみ
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日
本
政
策
金
融
公
庫

制度名 利率（年利）

マル経融資
（経営改善貸付) 特利F　1.11%

普通貸付 1.81%～2.40%（注）

セーフティーネット貸付 1.31%～2.00%（注）

中小企業のための融資制度
(平成29年12月13日現在)

（注） お使いみち、ご返済期間または
担保の有無などによって異なる
利率が適用されます。

平成28年度補正持続化補助金採択事例紹介
会員のみなさま、事業計画を考えて、ぜひチャレンジしてみませんか？

　宴会・会席を満足
していただくための改
修事業

　高齢者等にやさし
い洋式トイレへの改
修と手すり設置事業

　介護用品販売並び
に工事増加へ向けて
の事業

　旅館の自慢の味をラ
ンチで提供するための
改修事業

　エアコンメンテナ
ンス機導入による
トータルサービス提
供事業

　販路拡大のための
新商品パッケージ製作
等事業

ご入会ありがとうございます
事業所名 代表者名 地　　区 業　　種

真　　勝　　丸 山　下　勝　吉 三　　　崎 漁業（特別会員）

㈲ ア ー ト

㈲増田建材

㈲井上モータース

㈱　風　車

菊 屋 旅 館

江 山 菓 匠


